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発見への新しい道筋�
～第15回創傷治癒学会（15th Annual Meeting and �
　　　exhibition of the Wound Healing Society）参加記～�

Wound Healing Societyの年次総会が、2005年5月18日から21日まで、

ChicagoのHyatt Regency Hotelで開催されました。今年のテーマは“New 

pathway to discovery”であり、参加者は最終的に480名を越えたようです。

基調講演は、Indiana大学のDavid Stocum教授の“A call to amphibian 

arms: weapons for mammalian regeneration”の演題で、両生類の四肢

の再生の視点から、ほ乳類の再生を検討する内容でした。研究材料が非常に

扱いやすく、また、取り扱った分子は、レチノイド、msx、musashi等のパターン遺

伝子であり、充分ほ乳類の再生研究への発展につながる基礎的な講演でした。

単独のセッションはangiogenesis、stem cellsに関してあり、zebrafishを用いた

angiogenesisの検討、Thymosin 4の修復・増殖機転に関して（ちなみにこの演題

の発表内容は既にKleinman Hらにより一部Wound Repair and Regeneration

誌に掲載されており、最も引用回数の多い基礎的原著論文だそうです。）、マウ

スモデルでのangiogenesisと、stem cellsでは骨髄由来幹細胞の創傷治癒

過程への応用、骨髄由来体性幹細胞の特徴検討と治療応用、表皮角化幹細

胞と毛包に関してであり、それぞれの先端的研究内容が詳細に紹介されました。�

例年通り、10演題のYoung Investigator Competitionの発表演題と共

に、Concurrent session（並行セッション）として、急性創傷（臨床及び基礎検

討）・生体工学・細胞外マトリクス、臨床治験・増殖因子・炎症、創傷ケアの臨床

治験・生体工学、慢性創傷・血管新生・遺伝子治療の合計６７演題の口演が

ありました。ポスター演題は１１０演題の発表がありました。�

協賛企業は学会演題にも、かなりの部分を占めてきているようで、事実１５ブー

スの常設商業展示と共に、各企業研究者からの発表ポスター演題（Finalistと
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して１５演題）は、上位３演題をBlue Ribbon Poster 

Awardとして学会期間中表彰しております。本学会

は、基礎的な演題から臨床治験まで幅広く取り扱って

おり、参加者も若手研究者（academic及びindustry）

から、販売促進の広告として、あるいは会の設立当初

から関わってきた創設者、研究者、医師の連絡の機

会として活用されておりました。筆者もポスター発表し

ましたが、そのポスター会場は、商業展示場でもあり、

偶然、日本から科研製薬（株）による塩基性線維芽細

胞増殖因子（フィブラスト・スプレー）の商業展示があ

りました（図）。おそらく日本の企業としては、15回の学

会の歴史上初めての商業展示ではなかったかと思い

ますが、非常に多くの研究者が感心を寄せており、事実、

日本からの発表者が私のみであったことからなのか、

直接の理由は不明でしたが、registration deskで、

初日に登録している際にもThios Pharmaceuticals

社と関係のあった研究者から、「bFGFはどうですか」

と直接質問を受けております。日本発の、世界初の臨

床使用のbFGFとして、少なくとも研究者レベルでは高

い認知度であるようです。また、発表の所々に、現在の

NIH（National Institute of Health）を中心とする、

研究補助機関の動向や、政府の規制・研究に関する

法設定を敏感に反映しながら、活発な検討がされま

した。本学会の特徴は、フロアから、研究の責任者

（corresponding author）同志の意見の交換が盛

んであり、各々の研究グループ総出で演題に対して、

取り組む姿勢が伺われ、大変有意義な討論ばかりで

あったと思います。今後は、多くの日本の創傷治癒・

再生の研究者へも是非積極的な参加と議論への参

加を期待したいものです。来年（2006年）は5月14日

から17日まで、ArizonaのScottsdaleで開催されます。�

WRRに会員の論文が掲載されました�

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume13 No.4に掲載されました。論文名、著者
は下記の通りです。�

投稿規程に関しましては、Blackwell Publishing Synergy Web site (http://www.blackwell-
synergy.com)にありますWRR学会誌のページ､又は各巻頭に掲載されておりますInformation for 
authorsをご参照下さい。なお、円滑な審査を行うために、2004年度よりオンライン投稿を推奨しております。�

赤坂　喜清 先生　東邦大学病理学教室　�
｢Activated caspase expression and apoptosis increase in keloids: cytochrome c 
release and caspase-9 activation during the apoptosis of keloid fibroblast lines｣�
P.373～382�
�
小原　聖勇 先生　防衛医科大学研究科第二外科�
｢Acceleration of wound healing in healing-impaired db/db mice with a 
photocrosslinkable chitosan hydrogel containing fibroblast growth factor-2｣�
P.390～397�
�
秋野　公造 先生　長崎大学形成外科�
｢Early cellular changes of human mesenchymal stem cells �
and their interaction with other cells｣�
P.434～440
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第35回日本創傷治癒学会を下記の通り、開催いたします。�
会員の皆様の多数ご参加をお願い申し上げます。�

会　期 ： 平成17年 12月5日(月) ～ 6日(火) �

会　場 ： 全共連ビル�
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連絡先 ：�第35回 日本創傷治癒学会事務局�

第35回 日本創傷治癒学会のご案内（第3次）�

〒１０２-００９３ 東京都千代田区平河町2丁目7番9号 �

地下鉄　有楽町線・半蔵門線・南北線；永田町駅下車N0.4出口徒歩2分�
地下鉄　銀座線・丸ノ内線；赤坂見附駅下車徒歩7分 �
タクシー　JR四谷駅より約5分、JR東京駅より約10分�

血管新生と創傷治療（基礎と臨床） �

体性幹細胞と組織再生（細胞治療を含む） �

被覆剤の効用（現況と展望）�

各種疾患に合併する難治性潰瘍の治療戦略�
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＊ランチョンセミナーも予定しております。�
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（Wayne State University）�＊WRR学会誌編集長�


